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（第１１週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

様々な感染症が流行しています
手洗い、咳エチケット、換気などの基本の感染対策をお願いします。

インフルエンザは減少傾向です
今週の報告数は22人となり、先週の34人からさらに減少しました。型別は、全例B型でした。豊肥管内の定点あたりの報告数は5.40人と、
先週の5.60人からやや減少しました。型別は全例B型となっています。大分県全体の定点あたり報告数は12.09人となり、先週の14.28人
から減少しました。流行発生警報の終息基準値まであと一息となっています。

春休み中の感染症対策にご協力ください
春休み中は、旅行や帰省など、色々な場所へ移動する機会が増える時期です。また、新しい学校や職場で人間関係が増えることで、人と
接する機会も多くなります。こうした時期だからこそ、感染症が広がりやすくなるので注意が必要です。外出や旅行などを控える必要はありません
が、基本的な感染対策をして、楽しい春休みをお過ごしください。
現在、国内で麻しん（はしか）が例年よりも多く報告されています。令和8年3月11日時点では大分県での報告はありません。
麻しんはとても感染力が強く、空気感染、飛沫感染、接触感染で広がります。海外旅行先で感染して、帰国後に発症する場合や、国内での
イベントなど大勢が集まる場所での感染が起こる可能性があります。麻しんに対する最も有効な予防法は、あらかじめ予防接種で免疫を獲得
しておくことです。定期予防接種（第1期︓1歳児、第2期︓小学校入学前の1年間）を受けましょう。
また、海外へ行く予定がある方は、厚生労働省のウェブサイトなどで、行き先の感染症の流行状況をご確認ください。その上で、出発前の予
防接種や感染症対策についてご検討いただくことをお勧めいたします。
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2025-2026年 竹田地域
インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症推移
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基 本 的 な 感 染 対 策
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